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6.研究成果発表等の見通し及び今後の研究計画の方向性（1/2 ページ程度を目安に記入すること）	

研究成果発表などの見通し	

	 受け入れ機関で行なった研究に関連する研究内容を，平成３０年度の農業農村工学会で発表して

いる．今後も共同研究を進めて，研究成果を取りまとめ，まずは学会発表を行いたいと考えている．

発表に対する批判を踏まえ，内容を再検討し，最終的には論文を執筆したいと考えている．	

	

今後の研究計画の方向性	

	 地盤の特性は同じプロジェクトの１つのサイトにおいても，地点によって異なるという特徴があ

る．その一方で，地盤の情報を得るための地盤調査を行うには費用がかかるため，地盤調査が短い

間隔で実施することは，多くの場合難しいという現状がある．そのため，地盤調査結果のデータベ

ースを充実させて，実測データの少ない地点の情報を補完するための研究が進められている．	

	 本研究では，先に述べたようなデータベースの一般的な情報に加えて，対象サイトで地盤調査を

行うことが，合理的かどうかを検討するための手法を提案することを目的としている．	

	

7.本プログラムに採用されたことで得られたこと（1/2 ページ程度を目安に記入すること）	

以下に，本プログラムに採用されたことで得られたことを箇条書きで示している．	

・同じ分野で研究を進めている学生と話ができ，また，研究についてもディスカッションするとい

う経験ができた．	

・アメリカでの指導教官と話をして，研究を進めて行く経験ができた．	

・今まで取り組んできた研究と関連しているが，自分にとって新しい手法を学び，自分の研究に取

り入れるという経験ができた．	

・世界各国から，受け入れ機関に来ているポスドクの方々の働きぶりを見ることができた．	

・海外の研究者と共同研究を進める上で，ディスカッションは不可欠であり，英語の能力もそのデ

ィスカッションをこなせる程度身につけておく必要があることが分かった．	

・修士課程，博士課程の学生数が，今まで自分の所属していた大学よりかなり多く，活気のある研

究室の雰囲気を体感することができた．	

	

	 	




